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公民
社会教養

2
３年

普通科
スタンダード

選択Ｊ
ニュース検定公式テキスト

「時事力」基礎編
(毎日新聞社)

学習目標

主な学習内容

評価の
観点・規準

評価の方法

学期

３学期

備考
・講座の特色
・履修条件
・注意事項
          等

１学期

●現代に生きる私たちの課題
地球環境と私たちの未来/資源・エネルギー問題/科学技術の発達と生命/豊かな社会と福祉社
会

●現代の社会生活と青年
情報化の進展と生活/国際化の中の人間・少子/高齢化社会を迎えて/生きがいと進路の創造

２学期

●現代の経済社会と国民福祉
技術革新と産業社会の変化/国民所得と経済成長/財政と財政制度/金融の役割/変化する日
本経済/現代の雇用・労働問題/社会保障の役割

●日本国憲法と民主政治
国会・内閣・裁判所/地方自治と地域社会/平和主義と安全保障

●国際社会と人類の課題
国境を越える経済/環境・人口・食糧問題/国際社会と戦後の動き/核兵器と軍縮/民族問題と紛
争/地球人として

今、社会で起こっていることを知り、幅広い教養を身につけることができる。

政治、経済、暮らし、社会・環境、国際関係など、これからの日本社会を生きていくうえで必要
な、時事的な知識の獲得を目指し、現代社会を多角的な視点で考察する。

①政治に関するニュースを読み解き、国内外の情勢について、考える。
②経済に関するニュースを読み解き、国内外の情勢について考える。
③年金問題など私たちの暮らしに直結するニュースを読み解く。
④地球温暖化や情報社会の生き方など、私たちを取り巻く環境に関するニュースを読み解く。
⑤地域紛争、国際平和に関するニュースを読み解く。

「知識・理解」・・・教科書や資料の内容を的確に理解している。ニュースの背景や文化を明確に読み取るこ
とができる。
「思考・判断・表現」・・・教科書や資料を参考にして、自分の考えや意見をまとめることができる。
「資料活用の技能」・・・教科書や資料集等から情報を正確に読み取ることができる。
「関心・意欲・態度」・・・積極的に授業に参加している。科目に対して、自学学習などを行っている。また、グ
ループ学習等に進んで取り組んでいる。

内容

「知識・理解」・・・定期考査や小テスト等で適確に理解しているかを評価する。
「思考・判断・表現」・・・グループ学習やディベートを通して自分の考え・意見を的確に表現することができ
ているかを評価する。
「資料活用の技能」・・・レポートの提出等を通して情報を正確に読み取ることができているかを評価する。
「関心・意欲・態度」・・・定期考査・小テスト・授業の質問、グループ学習への取り組み態度等を総合的にみ
て評価する。


